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1. 第1回協議会の振り返り

公共交通の利便性向上・利用促進等をどのように進めていくか

バスＮＷが担う役割を今後どのように維持していくか
そのために各公共交通機関、利用者、自治体がどのような役割を担っていくか

➢ 乗客数の減少（新型コロナウィルスの影響による減少 / 長期的な減少）

➢ 大型二種免許保有者などの担い手の減少、高齢化

➢ 路線バス便数減、タクシー台数減

➢ 路面電車活用方策の見直しが必要

■本市公共交通を取り巻く状況（まとめ）

➢ 理念：持続可能な都市交通を目指す

➢ 公共交通ＮＷの基本的な考え方：地下鉄・ＪＲを基軸として配置し、バスＮＷ

を接続

■本市公共交通の考え方（総合交通計画改定版抜粋）

■議論の方向性（第1回協議会での確認事項）
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➢ 市内の移動に関する事項を取り扱うことから札幌市全域とする。ただし、市域を

またがる移動については、広域計画である「さっぽろ連携中枢都市圏地域公共交

通計画」との連動を図る。

■地域公共交通計画の対象区域
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1. 第1回協議会の振り返り

・都市圏における関連計画は、市内－市外をまたぐ移動を扱うもの
・本市地域公共交通計画は、市内の移動を扱うもの

として役割分担し、整合性を図りながら作成

■事務局における検討事項

市内-市外をまたぐバス路線は市内移動にも使われるが、計画上どう扱うか？
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2. 公共交通の利用状況

➢ 新型コロナウィルス感染症拡大後は、いずれの公共交通機関も大きく影響を受け、

現在もコロナ禍前の状況まで回復していない

札幌の都市交通データブック・統計さっぽろ（月報）
および委員提供資料

■各公共交通機関における乗客数の推移（2018年の値を1とした場合の比率）

※2022年値は4～11月の期間の速報値データで算出
路面電車は無料デー実施日の乗客数を除く



57%

44%

43%

44%

34%

28%

10%

5%

3%

3%

10%

23%

7%

8%

8%

6%

7%

5%

4%

1%

1%

1%

3%

4%

36%

48%

49%

50%

59%

68%

86%

94%

95%

96%

86%

73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

研究職(n=474)

営業(n=2,349)

管理職(n=3,692)

専門・技術職（技術職）(n=3,790)

専門・技術職（その他の専門・技術職）(n=841)

事務職(n=8,608)

専門・技術職（保健医療等）(n=3,655)

サービス(n=3,298)

販売(n=2,715)

保安等従事者(n=4,716)

その他(n=1,852)

雇用型テレワーカー全体(n=35,990)

継続意向のあるテレワーカー 継続意向のないテレワーカー 非テレワーカー

5

➢ コロナ禍で行動様式に変化が起き、今後の公共交通の乗客数がコロナ禍前の水準

に戻るかの見通しは不透明

➢ 例として、テレワークは今後も一定の活用が想定される

■新型コロナウイルス感染収束後のテレワーク継続意向（職種別）【雇用型就業者】

2. 公共交通の利用状況

令和3年度(2021年度)テレワーク人口実態調査結果（国土交通省）より加工
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➢ バス利用に関するアンケート結果では、約２割がコロナ禍で利用頻度が減ったと回答

➢ 頻度低下の理由は「交通手段の変更」「趣味の外出を控えた」が多い

➢ コロナの脅威がなくなった際に利用が増えるという回答は４割にとどまる

■バス利用における新型コロナウイルス感染症拡大の影響
（インターネット市民アンケート結果）

2. 公共交通の利用状況

○コロナ感染症拡大によるバスの

利用頻度の変化（N=480）

○今後、コロナの脅威がなくなった際のバスの利用頻度（N=112）

札幌市アンケート調査結果（2023.1）

○バス利用の頻度が減った理由（N=112）
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■通勤流動

➢ 通勤は、中央区への流動や隣接する区間での流動が特に多い

3. 地域住民の移動の実態・ニーズ

凡 例

100以上

50～100

30～50

（単位：百人/日）

※数値は、通勤者数（百人/
日）であり、3,000人/日以
上の流動のみを記載。
各市町村の○内の数値は、
在住市町村内の通勤者数

令和2年(2020年)国勢調査（総務省統計局）
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■通学流動（16歳以上）

➢ 通学は、中央区や北区、豊平区への流動や隣接する区間での流動が多い

3. 地域住民の移動の実態・ニーズ

※数値は、通学者数（十人/
日）であり、400人/日以上
の流動のみを記載。
各市町村の○内の数値は、
在住市町村内の通学者数

凡 例

100以上

50～100

40～50

（単位：十人/日）

令和2年(2020年)国勢調査（総務省統計局）
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■区外への通勤・通学における利用交通手段（複数選択可）

➢ 居住の区外への移動における利用交通手段は、鉄道・電車、自家用車が多く利用

されているが、次いで、乗合バスも利用されている

3. 地域住民の移動の実態・ニーズ
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令和2年(2020年)国勢調査（総務省統計局）
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➢ バス利用に関するアンケート結果では、「バス停の設置場所」「出発地からバス停までの

距離」は満足度が高かったものの、「運行時間帯」「運行頻度」「バスを待つ環境」につい

て不満を感じている割合が高い

■バス利用における満足度（札幌市インターネット市民アンケート結果）

3. 地域住民の移動の実態・ニーズ
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札幌市アンケート調査結果（2023.1）
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➢ 札幌市は、特に郊外部に高齢化率の高いエリアが多く分布しており、今後も高齢

化率が増加するものと推計されている

■高齢化率の分布

2000～2020年人口：国勢調査（総務省統計局）
2025～2045年人口：将来の地域別男女5歳階級別人口

（国立社会保障・人口問題研究所 2018年推計）

■高齢化率の推移・推計

令和2年(2020年)国勢調査（総務省統計局）

凡 例
高齢化率分布（500mﾒｯｼｭ）

7%以下

7-14%（高齢化社会相当）

14-21%（高齢社会相当）

21-30%（超高齢社会相当）

30-50%（超高齢社会相当）

50%超過（超高齢社会相当）

3. 地域住民の移動の実態・ニーズ
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➢ 人口に対する運転免許保有者数の比率は65歳以上と30～64歳は増加傾向、30歳未

満は減少傾向にある

■年代別の運転免許保有率の推移

免許保有者数：札幌市統計書
人口：住民基本台帳（毎年10月時点）

3. 地域住民の移動の実態・ニーズ
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➢ 運転免許の返納件数は増加傾向にあり、返納者の多くは高齢者である

■北海道警察本部※における運転免許返納件数の推移

運転免許統計（警察庁）
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3. 地域住民の移動の実態・ニーズ
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3. 地域住民の移動の実態・ニーズ

➢ 2006年から2017年の間で、免許保有者のうち、30歳未満の週１回以上運転する人

の割合は約７割から約４割に減少、全く運転しない人は約１割から約３割に増加

しており、他の年齢層に比べて車離れが起きていると推測される

■自動車の運転頻度の変化

札幌市総合交通計画改定版(2020.3)
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3. 地域住民の移動の実態・ニーズ

➢ 2006年から2017年の間で、30歳未満と30～64歳の外出率は約１割減少しており、

65歳以上の外出率は約２割増加している

約1割減少

約2割増加

約1割減少

※2006はパーソントリップ調査結果、2017はアンケート調査結果（WEB＋郵送）における火・水・木曜日の平均

札幌市総合交通計画改定版(2020.3)

■外出率
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4. 公共交通の運行状況

➢ 札幌市は「骨格公共交通ＮＷ（地下鉄・JR・路面電車） 」「バスＮＷ」「タク

シー」「交通結節点」により網羅的な公共交通網が形成されている

■市内公共交通NW
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種別 拠点名

接続公共交通

市営地下鉄
JR

路面
電車

路線バス

南北線 東西線 東豊線 市内完結 市外連結 その他※

広域交通
結節点

① 札幌 ● ● ● 79系統 7系統 37系統

② 大通 ● ● ● ● 43系統 17系統 27系統

圏域交通
結節点

③ 手稲 ● 26系統 6系統

④ 麻生新琴似 ● ● 23系統 13系統 1系統

⑤ 宮の沢 ● 24系統 2系統 1系統

⑥ 大谷地 ● 6系統 7系統 11系統

⑦ 新さっぽろ ● ● 33系統 18系統

⑧ 栄町 ● 5系統 1系統 1系統

⑨ 福住 ● 19系統 13系統 4系統

地域交通
結節点

⑩ 北24条 ● 6系統 1系統

⑪ 澄川 ● 6系統 1系統

⑫ 真駒内 ● 21系統 2系統

⑬ 発寒南 ● 6系統 1系統

⑭ 琴似 ● ● 22系統

⑮ 円山公園 ● 15系統 2系統

⑯ 白石 ● 6系統 1系統

⑰ 環状通東 ● 11系統 1系統

※都市間高速バス、空港連絡バス、予約制バス

4. 公共交通の運行状況

2022年12月時点
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➢ 骨格公共交通ＮＷを補完する多数のバス路線が運行することで、広大な札幌市全

体の移動手段を確保している

■市内バス路線図

4. 公共交通の運行状況

凡例

JR

地下鉄・路面電車

中央バス

JRバス

じょうてつバス

ばんけいバス
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■バス（市内完結路線）の１日当たり
運行便数の推移

➢ コロナ禍前までは、路線バスの運行便数は減少する一方で乗客数は横ばいとなっ

ており、利便性への影響を最小限に抑える形で減便を行ってきた

4. 公共交通の運行状況

■バスの１日当たり乗客数の推移

札幌の都市交通データブックおよび統計さっぽろ（月報）

※2022年度は4～11月の期間の速報値データで算出※12月時点の平日1日
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➢ 全国の乗合バス事業の収支率は2015年度をピークに減少傾向にある。

➢ 新型コロナウィルス感染症拡大により、2020年度以降大幅に収支率が悪化し、現

在もコロナ禍前の状況まで回復していない

■全国のバス事業者の年度別経常収支率の推移（民営・公営）

4. 公共交通の運行状況

乗合バス事業の収支状況について（2021年度）（国土交通省）

※保有車両30両以上の事業者を対象
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➢ 札幌市では市内バス路線の維持の観点から、収支赤字となった路線に対し運行経

費の補助を実施している

➢ 補助額はコロナ禍において大幅に増加

■市内バス路線に対する補助額の推移（前年度運行分に対する補助）

4. 公共交通の運行状況
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➢ タクシーの実働日車当たり運送収入は近年増加傾向にあったが、コロナ禍に伴い

急激に減収となった

➢ 国による燃料高騰に対する支援金、北海道・札幌市による業務継続に関する支援

金等、行政による支援が行われている

4. 公共交通の運行状況
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■札幌交通圏※におけるタクシー運送収入（実働1日1車）

（一社）札幌ハイヤー協会提供（協会加盟会社分のみ）

※札幌市、江別市、石狩市（旧厚田村、旧浜益村区域を除く）、北広島市
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➢ 路面電車についても、コロナの影響で乗車料収入が大きく減少しており、

現在でもコロナ前の状況まで回復していない

■１日平均乗車人員及び年間乗車料収入

4. 公共交通の運行状況

■資金の状況（交通局）

長期借入
615

借入前

R3決算

提供：札幌市交通局
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➢ 乗車料収入減への対応として、運送事業者が

交通局に支払う施設使用料について、2020・

2021年度分を減免し、それにより発生した交

通局の資金不足は、長期借入で対応している

【上下分離方式】

施 設
使用料

運送事業者＝ (札幌市交通事業振興公社)上

旅客運送・運行管理
施設・車両の維持管理

札幌市交通局＝ 下

施設・車両の保有整備

2017 2018 2019 2020 2021

※2020年度より上下分離方式

2017 2018 2019 2020        2021
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➢ バス運転手は減少が進んでおり、便数の維持に必要な運転手数が十分に確保でき

ていない状況である

■市内バス事業者運転手の在籍数と必要数

※各バス事業者が運行した便数に対し本来必要であると考える運転手数

■運転手の年齢構成の推移

4. 公共交通の運行状況

半数以上が
50・60代

各バス事業者提供資料
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4. 公共交通の運行状況
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➢ タクシー運転手は減少が進んでおり、60歳以上が約７割と高齢化も進んでいる

■札幌交通圏※のタクシー運転手数の推移
※札幌市、江別市、石狩市（旧厚田村、旧浜益村区域を除く）、北広島市

30歳未満

0.9% 30代

2.0%
40代

7.4%

50代

20.2%

60代

38.7%

70代

30.3%

80歳以上

0.5%

■札幌交通圏のタクシー運転手の

年齢構成

60代以上が
約7割

（一社）札幌ハイヤー協会提供（協会加盟会社分のみ）
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➢ 道内の第二種運転免許保有者数は減少傾向にある

■道内の第二種運転免許保有者数の推移

運転免許統計（警察庁）

4. 公共交通の運行状況【参考】
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➢ 自動車運転手の有効求人倍率は、全職種の倍率に比べて高い状況が続いている

■北海道における有効求人倍率の推移

職種別、求人・求職・賃金状況（北海道労働局）

4. 公共交通の運行状況【参考】

全職種計

自動車
運転手※

※トラック、バス、タクシー運転手



4. 公共交通の運行状況【参考】

令和4年度（2022年度）上期札幌市企業経営動向調査

➢ 札幌市内の企業における人材確保状況について、「確保できていない」が約５割

である

28

■市内企業の人材確保状況

確保できている

25.6%

確保する必要がない

（人材が充足しているため）

19.3%

確保できていない

（確保したいが、人材の

応募がないため）

31.2%

確保できていない

（人材の応募はあるが、

良い人材がいないため）

13.4%

確保できていない

（新たに人材確保する

余裕がないため）

9.0%

無回答

1.5%全業種（N=1,168)
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4. 公共交通の運行状況【参考】

➢ 札幌市の年少人口と生産年齢人口は年々減少していく見通しであり、産業全体を

通して労働力の確保が難しくなることが見込まれる

■札幌市の年齢階級別人口推移（2015年の値を1とした場合の比率）

2015～2020年人口：国勢調査（総務省統計局）
2025～2045年人口：札幌市
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➢ 路線バスの需要は特に朝の通勤・通学時間帯に高く、運行便数も多い

■札幌市内発着路線バスの時間帯別運行概況

4. 公共交通の運行状況【参考】

※えきバスナビ掲載全便。時間をまたぐ便は停車バス停の数で按分。市外での運行分を含む

朝ピーク（7時台）の運行便数は、
日中（12時台）の約1.8倍、夕方ピーク（18時台）の約1.3倍



基本

必須
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■勤務間インターバル
➢ 改善基準告示の改正に伴い、令和6年(2024年)4月より、バス及びタクシーの休息期間（勤
務間インターバル）が「8時間」から「11時間を基本とし、9時間」に変更となる。

4. 公共交通の運行状況【参考】

休息時間8時間

休息時間11時間

休息時間9時間

改正前

改正後

22:00
終業

06:00
始業

06:00
始業

06:00
始業

19:00
終業

21:00
終業

【例】 改正後は、通勤時間帯に向け6：00に始業するためには
前日の21：00までに終業する必要がある。

➢ 2024年4月の改善基準告示改正によって勤務間インターバルが延長となる

➢ ダイヤ編成への影響も想定される

厚生労働省HP
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➢ 路面電車について、朝ラッシュ時(８時台)は１時間あたり２５便(内外計)で

約1,900名を輸送し、特に需要が多い部分は運行間隔２～３分で対応している

➢ 都心周辺部の需要密度が高いエリアを支える役割を担っており、特にピーク

時間帯の利用者は顕著である

4. 公共交通の運行状況【参考】

■路面電車時刻表（R4冬ダイヤ-平日）

８時台
２５便

運行間隔
２分

2022.1.26 8:14 西線６条(外回り)

■路面電車 混雑状況

(

内
回
り)

西
４
丁
目

(

外
回
り)

西
４
丁
目

運行間隔
３分



5. 現状の問題点や今後の懸念点
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➢ コロナ禍において公共交通の乗客数が大きく減少（P4）

➢ 行動様式の変化により、乗客数がコロナ禍前の水準に戻るかは不透明（P5）

➢ コロナ禍において全国的に乗合バスの収支比率は悪化（P20）

➢ 路線維持のための札幌市補助金も年々増加（P21）

➢ タクシー、路面電車も、コロナ禍による経営への影響が大きい（P22,23）

■乗客数の減少

➢ バスの運行時間帯や運行頻度、待合環境に関して利用者の満足度が低い（P10）

➢ 高齢者数、高齢化率は今後も増加が続く見通し（P11）

➢ 高齢者の運転免許返納や、若年層の車離れなどによる公共交通のニーズが想定

される（P13,14）

➢ 通勤時間帯や、路面電車が運行する都心周辺部など、需要密度が特に高い時間

帯・エリアが存在（P30,32）

■多様な移動ニーズへの対応
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➢ 市内は広大なエリアを多数のバス路線で運行し、移動手段を確保（P16,18）

➢ バス運転手は年々減少・高齢化が進んでおり、運行便数も減少（P19,24）

➢ タクシー運転手も同様の状況（P25）

➢ 第二種運転免許保有者数は減少している（P26）

➢ 生産年齢人口の減少もあり、業種問わず人材確保が課題（P28,29）

➢ バス便数は時間帯ごとの需要に高低差があり、運転手の必要数に影響（P30）

■担い手不足

5. 現状の問題点や今後の懸念点
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6. 取り組みの実施状況

➢ 市内バス事業者４社はバスロケーションシステムを導入しており、スマートフォ

ンやPCでバスの運行状況等を確認することができる

■バスキタ！じょうてつ ■さっぽろえきバスナビ



6. 取り組みの実施状況

➢ バス待合環境において、路線バスの運行・接近情報を提供するデジタルサイネー

ジを設置している

■清田区役所１階ロビー■ばんけいスキー場

■麻生バスターミナル ■宮の沢バスターミナル

提供：各バス事業者 36

総合掲示板として、アプリと
連携した情報配信も可能



37

6. 取り組みの実施状況

➢ 将来の公共交通利用者である子供たちに、公共交通の周知を行うとともに、公共

交通のメリットや社会的な意義を理解してもらうため、小学校における交通環境

学習（モビリティ・マネジメント教育）を実施している

■モビリティ・マネジメント教育

札幌市公式HP
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6. 取り組みの実施状況

➢ 路線バス利用促進の取り組みとして、バス乗り放題券を発行しバスを利用しても

らうキャンペーン「HAPPY BUS DAY!!」を実施している

■路線バス利用促進キャンペーン「HAPPY BUS DAY!!」

➢ 市内路線バス４社で利用可能な共通乗車券を無料で発行（※乗車券発行終了）
➢ キャンペーン実施日に、バスで行くことができる施設においてプレゼント抽選会を実施
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6. 取り組みの実施状況

➢ タクシーの利用促進のため、「時間制運賃無料体験キャンペーン」や「北海道期

間限定タクシー割引クーポン券」等の取り組みを実施している

■時間制運賃無料体験キャンペーン

➢ タクシーの時間制運賃を広く知って体験
してもらうためのキャンペーン
（※実施期間終了）

➢ タクシーを30分間利用できるチケット
3枚を抽選で9,000名に進呈

➢ ぐるっと北海道・故郷交通利用促進キャ
ンペーンの一環として販売されたクーポ
ン券で、14,000円分のクーポンを10,000
円で購入可能（※販売終了）

➢ 使用範囲は北海道全域（一部使用できな
い地域あり）

■北海道期間限定タクシー割引クーポン券

（一社）北海道ハイヤー協会HP

（一社）札幌ハイヤー協会HP
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6. 取り組みの実施状況

➢ 路面電車の利用促進に向け、全便終日運賃無料とする「路面電車無料デー」や、

「夏休み小学生路面電車探索チケット」・「路面電車沿線周遊チケット」といっ

た運賃無料券配布などの取組を実施している

■路面電車の利用促進

【実施済(6/11～12/11)】
・26回開催で約60万人利用

【実施済(7/26～8/19)】
・21日間で約2,200枚利用

○路面電車無料デー

○夏休み小学生路面電車探索チケット

○路面電車沿線周遊チケット

【実施中(12/24～3/31)】
・2/14時点で約8,000枚利用

（一財）札幌市交通事業振興公社HP
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6. 取り組みの実施状況

➢ 各バス事業者は運転手の新規採用に向けて、自社HPでの求人・仕事の紹介、免許

取得費用の支援などの取組を行っている

■バス運転手の新規採用に向けた取組み

提供：ジェイ・アール北海道バス㈱、北海道中央バス㈱



42

6. 取り組みの実施状況

➢ 札幌市では手稲区において、地域にあった生活交通のあり方を検討するためのデ

マンド交通実証実験を行っている

■デマンド交通実証実験「チョイソコていね」

札幌市公式HP
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6. 取り組みの実施状況

➢ 各交通事業者においてノンステップバスやユニバーサルデザインタクシーの車両

導入を進め、公共交通のバリアフリー化に向けて取り組んでいる

■ノンステップバスの導入 ■ユニバーサルデザインタクシーの導入

➢ 購入にあたり1台当たり最大210万円
（国：140万円、札幌市：70万円）を
補助

➢ 購入にあたり1台当たり最大90万円
（国：60万円、札幌市：30万円）を
補助

提供：（一社）札幌ハイヤー協会提供：北海道中央バス㈱
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6. 取り組みの実施状況

➢ 路面電車については、都心周辺部の需要密度が高いエリアを支える公共交通と

して、その機能を維持・向上させるために、停留場バリアフリー化や低床車両

導入等に取り組んでいる

■停留場バリアフリー化 ■低床車両の導入

改修前

改修後

乗降時の段差解消

車イススペース

停留場の拡幅、嵩上げ、スロープ設置
を実施



7. 今後のスケジュール

検討項目
（計画の各項目）

１.札幌市地域公共交

通計画について

２.現状と課題

３.地域公共交通が目

指す姿と基本方針

４.目標達成に向けた

施策

５.計画の評価・推進

体制

６.参考資料

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

計
画
承
認
・
公
表

必要に応じて提示

調整

計
画
素
案
承
認

中
間
報
告

令和４年度 令和５年度（2023年度） 令和６年度(2024年度)

①
１月

②
３月

③
7月

④
10月

⑤
1月

⑦
秋頃

⑥

➢ 来年度は７月・10月・１月の３回の協議会開催を予定

➢ 第３回の実施に向け、市民意見収集を実施予定
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■スケジュール


